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成方法の概要を説明する。さらに、共有コンテンツを集めた WebClass オープンコースを紹介する。 
Key Words: e-learning ,open course, literacy, LMS 
 
 
1. コンテンツ共有の方法  
②コース間でコピー 共有可能な授業コンテンツとしては、長崎大学 1年次の
必修科目である「情報処理入門」の講義ノート（ワードや
PDF 形式ファイル）が考えられる。WebClass では、図 1の
ような解説コンテンツとして作成できる。 
 他コースへコピー をクリック 
 
③リンクする 




























 ①PDF ファイルを作成 ※PDF 以外でも可能 
①Zip ファイルでコピー ②PDF ファイルを章や項目ごとに分割 
 エクスポート→ インポート ③PDF ファイルと資料ファイルを、同じフォルダにおさ

















の CSV ファイルの内容を示している。 












Office 自習用教材、Tips 集、ドリルテスト、など 
 
②科学英語自主学習コース 
ボキャブラリーテスト、練習問題、など 
 
③薬剤師国家試験自主学習コース 
過去の国試問題ドリルテスト、計算問題の解説、など。 
 
5. まとめ 
WebClass は授業コンテンツのための有用なツールであ
り、長崎大学においては、情報処理入門などのコンテンツ
の共有が推進されることを期待している。 
 
 
 
 
